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資
料
紹
介

家
具
図
録
文
献
目
録
　
H

　

l
　
明
治

・

大
正
・

昭
和

戦
前
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新

井

竜

治

　
本
稿
は、

明
治
・

大

正
・

昭
和
戦
前
期
の

家
具

図

録
並
び

に

文
献
旧
録
の

第
ご

報
で

あ
る

。

第
一

報
で

は

以
下
の

三

部

に

分
類
し

て

報
告
を

行
な
っ

た
。

即

ち、

第
一

部
「

図
録
・

型
録
（

カ

タ

ロ

グ
）

・

雛
形
・

図

案
」

、

第
二

部
「

業
界
史
・

組
合
史
・

社
史

」 、

第
三

部
コ

叢
書
・

雑
誌
・

そ

の

他
」

で

あ

る
。

こ

れ

に

対
し

て、

第
二

報
で

あ

る

本
稿
で
は、

特
に

第一
．

部
と

第
三

部

に
つ

い

て

の

追
加
報
告
を

行
な

う。

尚、

第
．

部
に
つ

い

て

の

追
加

報
告

は、

第
皿

集
以

降
と

さ

せ

て

い

た

だ

き
た
い

。

本
稿
が

各
研

究
部
会
並
び

に

学
会
員

の

皆

様
の

研
究
の
一

助
に

な

れ

ば
幸
い

で

あ
る

。

一
　

図
録
・

型
録
（
カ

タ
ロ

グ）
・

雛
形
・

図
案

　
第
一

部
に

つ

い

て

は、

第
皿

集
以
降
で

追
加
報
告
を
行
な

う
予

定
で

あ
る

。

一
一

業
界
史
・

組
合
史
・

社
史

（
『
）

業
界

史

『

ス

チ
ー
ル

家
具
産
業
史
』

　
八

木
朝
久
編
著

一

九
七

六

年

　

近
代
家
具

　

本
著
は

大

き

く
三

部
に

区
分
さ

れ

て

い

る
。

第
一

部
「

ス

チ

ー

ル

家
具

産
業
発
展
の

軌
跡
」

に

は、

大

正

時
代
か
ら

昭

和
恐

慌
、

戦
時
体
制
ド、

終
戦
後

、

高

度
経
済
成
長
期
ま

で

の

ス

チ

ー

ル

家
具

産
業
の

発
展
の

軌
跡
が

記
さ

れ

て

い

る
。

ま
ず、

ス

チ

ー

ル

家
具
産
業
は

大
正

時
代
初
期
に

長
崎
の

三

菱
造
船
所
に

始
ま
っ

た

こ

と
、

そ
し

て

戦
前
に

到
達
し

た

ピ

ー

ク

と

し

て、

佐
藤
巳

之
吉
著
『

金
属
着
色

塗

装
法
及

鋼

製
家
具
製
作
法
と

其
設
計
図
」

（

中
央
工

学
会
／

昭

和
八

年
）

の

充
実
し

た

内
容
が

紹
介
さ

れ

て
い

る。

そ

し

て

戦
後
は

、

金
属
製
家
具

メ

ー

カ

ー
の

団
体
と

し

て

日
本

金
属

家
具
工

業

協
同
組
合
が
結
成
さ

れ
た

こ

と、

そ

れ

が

後

に

鋼
製
家
具
事

務
器
工

業
会、

口

本
金

属
家
具
工

業
組
合
へ

と

変
遷
し

た

様

子
が

詳
述
さ
れ

て
い

る。

第
二

部
「
ス

チ

ー
ル

家
具
産
業
の

諸
問

題
」

で

は、

中
小

企

業
近
代
化
促
進
法、

凵

本
工

業
規

格
（

JIS

） 、

鉄
鋼
業
界、

対
米
貿
易、

労
働
組
合、

デ

ザ
イ
ン、

物
品

税、

事
務
機
器
と
の

関
連
等
が

論
じ

ら

れ

て

い

る。

第
三

部
「

金
庫
産
業
」

で

は、
金
属
製
家
具

メ

ー

カ

ー

と

関
連
が

深
い

金
庫
の

歴
史
と
性
能
及
び
金

庫

製
造
業
の

近

代
化
促
進
法
指
定
の

問

題
が

論
じ

ら

れ

て

い

る。

（

二
）

家
具

メ
ー

カ

ー
社
史

　
明

治、

大
正、

昭
和
戦
前

期
に

創
業
し
た

家
具
メ

ー

カ

ー

の

中

で、

社
史
が

発
行
さ

れ

て

い

る

も
の

を

以

下
に

列
挙
し

た。

内
容
は

各
社
各
様

で

あ

る。

概
し

て

社
業
の

発
展
を

記

し
た

も
の

が

多
く、

自

社
製
品
の

変
遷
が

記
録
さ

れ

た

も

の

は

少
な
い

。

ま

た

天
童
木
f
の

社
史
に

つ

い

て

は、
一

八

九

〇
年
以
降
の

近
代
デ
ザ
イ

ン

発
展
史
年
表
に

併
記
す

る

形

式
で、

自
社
年
表
を
記
載
し
て

い

る。

尚、

本
稿

で

は

主

に

木
製
家
具

メ
ー

カ

ー

の

社
史
に

つ

い

て

報
告
し

た。

し

か

し

戦
後
創
業
し

た

家
貝
メ

ー

カ
ー

の

社

史
は

除
い

た。

そ

れ

か

ら
戦
前
に

創
業
し

た

家
具
メ
ー

カ
ー

で

あ
っ

て

も
、

ベ

ッ

ド

メ
ー
カ

ー
及
び

金

属
製
家
旦ハ
メ

ー
カ

ー

の
一

部

は

除
い

た
。

『

近
代
デ
ザ
イ

ン

年
譜
−
天

童
木
工

五

十

年
史
』

天
童

木
工

編

　一

九

九
三

年

天

童
木
工

『

コ

ス

ガ
百

十

年
の

歩
み
』

コ

ス

ガ

社
史

編

纂

委
員

会
編

一

九

七
三

年
　
コ

ス

ガ

『

コ

ス

ガ

百、
一
卜
年
史
』

コ

ス

ガ

社
史

編
纂
委
員
会
編

一

九
八
二

年
　
コ

ス

ガ

『

カ

リ

モ

ク

グ
ル

ー

プ
の

あ

ゆ

み
L

カ

リ

モ

ク

社

史

編
纂

委

員
会
編
　一

九
八

六

年
　
刈
谷
木

材
L
業

『

創
業
50

年
史
−
洋
家
具

と

共
に

歩
ん

だ

半
世

紀
』

若
宮

清
行
・

創
業
50

年
史
編
纂
委
員

会
編
著

　一

九
八

二

年

マ

ル
ニ

木
工

『

飛

騨
産

業

株

式

会

社
七

十
年

史
』

飛

騨
産

業
編

一

九

九
一

年
　
飛

騨
産
業

『

八

十
年
史
』

秋
田

木
工

編
　
一

九
九
〇

年
　
秋
円

木
工

『

イ

ト

ー

キ
の

あ
ゆ

み

ー
イ

ト

ー

キ
80

年
史
』

社
史

編
纂

委
員

会
編
　一

九
七

〇

年
　
イ
ト

ー

キ

『

イ

ト

ー

キ
ー

00

年
史
』

イ

ト

ー

キ
ー

00

年
史
編

集
委

員

会
編
　一

九
九
一

年
　
イ
ト

ー

キ

（
三）

デ

パ
ー
ト

社
史

　
明
治
・
大
正
・

昭
和
戦
前
期
に

お
け

る

百

貨
店
は、

家
具
・

室

内
装
飾
の

流
行
を
担
う
重
要

な

存
在
で

あ
っ

た
。

後

述
す
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る

『

近
代
家
具

装
飾
資
料
』

に

は

昭
和
戦
前
期
に

東
京
地
区

百
貨
店
各
社
に

お
い

て

開
催
さ

れ
た

新
作
家
具

展

示

会
の

模

様
が

報
告
さ

れ

て
い

る
。

以
ド
は

主

要
百

貨
店
各
社
の

社
史

一

覧

で

あ

る
。

主
要
な
社
史
は

網
羅
し

た

が、

一

部
取
り
こ

ぼ

し

が

あ

る
こ

と
を

ご

容
赦
い

た

だ
き

た
い
。

尚、

百
貨
店

の

社
史

は

家
具・
室
内
装
飾

に

限
っ

た

も
の

で

は

な

い

の

で、

家

具・
室
内
装
飾
に

関
す

る

情
報
が

殆
ど
な
い

場
合
も

あ

る。

し

か
し

百
貨
店
の

家
具
部

門

が
家
呉
メ

ー
カ

ー

と

し

て

独
立

し

た

高
島
屋
工

作
所

や

［
松
坂
屋
］

誠

工

舎
の

社
史
に

は、

家
具
に

特
化
し

た

記
録

が
所
収
さ

れ
て

い

る。

 
　
三

越

『

大
三

越
の

歴
史
』

小
松
徹
三

著

一

九
四
一

年

凵

本
百

貨
店
調
査
所

『

株
式
会
社
ゴ ．
越
85

年
の

記
録
t
一

九
〇
四

−
一

九
八

九
』

三

越

編

　
一

九
九
〇
年
　
三

越

『

株
式
会
社一、一
越
100

年
の

記
録
ー
一

九
〇
四

1
二

〇
〇

四

ー

デ
パ

ー

ト
メ
ン

ト

ス

ト

ア

宣
言
か

ら
100

年
』

三

越

本

社
編

　一
、

00

五

年
　
三

越

 

　
高
島
屋

『

大

阪

高
島
屋
四

十
年
史
』

池
澤
丈
雄

編
　
改
訂
第
二

版

一

九
三

八

年
　
大
阪
高
島

屋

『

高
島
犀
百
年
史
』

高
島
屋

編

　一

九
四
一

年

高
島
屋

『

高
島
屋

135

年
史
』

高

島
屋
135

年
史
編
集
委
員

会

編
　一

九
六

八

年
　
高
島
屋

「

高
島
屋
150

年
史
』

高
島
屋
150

年

史
編
纂
委
員

会

編
　一

九
八
二

年
　
高
島
屋

『

快
適
環
境

の

創
造
−
高
島
屋
工

作
所
50

年
史
』

高
島
屋

工

作
所
50

年
史
編
纂
委
員
会
編
　
】

九
八

九
年
　
高
島
屋

工

作
所

『

高
島
屋
美
術
部
80

年
史
』

高
島
屋

美
術
部
80

年
史
編

纂
委
員
会
編

　一

九

九
二

年

高
島
屋

［、
高
島
屋
「

貿
易
部
」

美
術
染
織
作
品
の

記
録
写
真
集
』

廣

田

孝
著
　
二

〇
〇

九

年
　
京
都
女
子
大
学

 
　
松
坂
屋

『

松
坂
屋
三

百
年
史
1
日

本
百

貨
店
総
覧
　
第
二

巻
』

百
貨

店
商
報
社
編
　一

九．
二

五

年
　
百
貨
店
商
報
社

『

上

野
松
坂
屋
200

年
史
』

上
野
松
坂
屋
200

年
史
編

集

委
員
会
篇
　
一

九
六
八
乍
　
松
坂
屋

ヒ
野

店

『

松
坂
屋
50

年
史
』

松
坂

屋
50

年
史
編
集
委

員
会
編

一

九

六

〇
年
　
松
坂
屋

『
松
坂
屋
60

年
史
』

松
坂
屋

60

年
史
編
集
委
員

会

編

一

九

七
一

年
　
松
坂
屋

『

松
坂
屋
70

年
史
』

松
坂
屋
70

年
史
編
集
委
員

会
編

一

九

八
一

年

松
坂
屋

『

誠
工

舎
創
業
60

年
史
−
六
十
年
の

軌
跡
卜

誠
工

舎
六

〇

年
史
編
纂
委
員
会
　
一

九
八
五

年
　
誠
工

舎

 
　
白
木
屋

『

白
木
屋
三

百
年
史
』

白
木
屋
編
　一

九
五

七

年
　
白
木
屋

『

白
木
屋
文
書
目
録
−
東
京
大
学
経
済
学
部
所
蔵
』

東
京
大

学
経
済
学
部
図

書
館

文
書
室
編
　一

九
八

六
年
　
東
京
大
学

経
済
学
部
図
書
館
文

書
室

 
　
松
屋

『

松
屋
百

年
史
』

社
史
編
集
委
員
会
編
　
一

九
六

九
年
　
松

屋 
　
大
丸

『

大
丸
二

十
年
史
』

口
本
百

貨
店

通

信
社
編
　一

九

四

〇
年

日

本
百
貨
店
通

信
社

『

大
丸
三

十
年
記

念
史
1
株
式
会
社
創
立

』

デ
パ

ー

ト

通
信

社
編
　一

九

五
一

年

デ
パ

ー

ト

通
信

社

『

大
丸
二

百

五

拾

年
史
』

大
丸
二

百
五

十

年
史
編
集
委
員
会

編
　
一

九
六
七
年
　
大
丸

 
　
伊
勢
丹

『

伊
勢
丹
七
f
五

年
の

歩
み
』

菱
山
辰
一

著
・

伊
勢
丹
創
業

七

十

五

周
年
社
史

編
纂
委

員

会
編
　一

九

六
一

年
　
伊
勢
丹

『

新
世
紀
へ

の

翔
き

ー

伊
勢
丹
100

年
の

あ
ゆ

み
』

創

業

100

周

年
記

念
事
業

社

史
編
纂

実
行
委

員
会
編

一

九

八
六
年
　
伊

勢
丹

『

伊
勢
丹

百
年
史
ー
三

代
小

菅
丹
治
の

足

跡
を

た

ど
っ

て
』

伊

勢
丹
広
報
担
当

社
史

編
纂
事
務

局

編
　一

九

九

〇
年
　
伊

勢
丹

 
　
そ
ご

う

『

株
式
会
社
そ

ご

う

社
史
』

株
式
会
社
そ
ご

う

社
長

室
弘
報

室
編
　→

九
六

九
年
　
そ
ご

う

−

創
業
百
五

拾
年

株
式
会
社
そ

ご

う

小
史
』

そ
ご

う

小
史
編

集
委
員
会
編
集
　一

九
七
九

年

　
そ
ご

う

※

以
下

は

戦
後
の

内
容
だ

け
で

あ
る

が
参

考
ま

で

に

記
す。

 
　
小

田

急
百

貨
店

「

小
田

急
百
貨
店
25

年
の

あ
ゆ

み
』

小

田

急
百
貨
店
編

一

九

八

八

年
　
小
田

急
丙
貨
店

 

東
武
百
貨
店

『
グ
ッ

ド

デ
パ

ー

ト

メ

ン

ト

東
武
百

貨
店
30

年

の

歩
み
』

東
武
百
貨
店
社
史
編
纂
室
編
　
一

九

九
三

年
　
東

武
百
貨

店

 
　
西

武
百
貨
店
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『

セ

ゾ
ン

の

歴
史
−
変
革
の

ダ
イ

ナ

ミ

ズ
ム

（

上
巻・
下
巻）
」

由
井
常
彦
編

一

九
九
一

年

リ

ブ
ロ

ポ
ー

ト

 

　
京
王
百
貨
店

『

京
王

百
貨
店
20

年
史
』

京
工

百
貨
店
20

年
史
編
纂
委

員
会
編
　一

九
八

四

年
　
京
王

百
貨
店

 
　
阪
急
百
貨
店

句

株
式
会
社
阪
急
百
貨
店
25

年
史
』

株
式
会
社
阪
急
百
貨

店
社
史
編
集
委
員
会
編

　一

九
七

六

年

阪
急

百

貨
店

『

株
式
会
社
阪
急
百
貨
店
50

年
史
』

50

年
史

編
集
委
員

会
編
　
一

九
九
八
年
　
阪
急

百

貨
店

 
　
近
鉄
百
貨
店

『

四

日
市
近
鉄
百
貨

店

創
業
二

十
五

周
年
社
史
−
日
日
に

新

た

に
』

四

凵

市
近
鉄
百
貨
店

編

　一

九
八
五

年

近
鉄
百

貨

店三

　
叢
書
・

雑
誌
・

そ

の

他

『

近
代
家
具
装
飾
資
料
』

　
高
梨
由
太
郎
（

第
．

〜
二
一

輯
）

・

高
梨
勝
重
（

第
二

二

〜

四

ヒ
輯
）

著
　一

九

三

六

〜

四

四

年

洪
洋
社

　
一

九一．］
五

（
昭
和
十
）

年
か

ら
一

九
四
三

（

昭

和

十
八
）

年
に

か
け

て

東
京
地
区
の

百
貨
店

に

於
い

て

開
催
さ

れ
た

新

作
家
具
展
示
会
の

報
告
写
真
集
成

で

あ

る
。

洪
洋
社
の

広
告

ペ

ー
ジ

の

解

説
に

よ

れ

ば、
『

木

材
工

藝
叢
書
』

（

拙
稿
『

家

具
道
具
室
内
史
』

第
二

号
’

〇
三

頁
参
照
）

の

姉
妹
刊
行
物

と

し

て

発
行
さ
れ
た

。

ま

た

高
梨
勝
重
氏
に

つ

い

て

は、
「

洪

洋
社
主
・

昭

和
五

年

早
尚

工

建
築
科
卒
・

建
築
工

藝
美
術

関

係
図
書
出
版
を
経
営
」

（
第
四

五・
四

六
輯
（

合
併
輯
）

）

と

の

記
載
が

あ
る

。

尚
、

洪

洋

社
と

高
橋
由
太
郎
氏
に
つ

い

て

は、

藤
森
照
信
・

初
出

亨
・

藤
岡
保
洋
編
著
『

写

真
集

幻

景
の

東
京
ー
大
正
・

昭
和
の

街
と

住
い

（

『

失
わ

れ

た

帝
都

東
京
』

改
題
ご

（

一

九
九
八

年
／
柏
書
房
）

の

「
は

し

が
き
」

に

藤
岡
保
洋
氏

に

よ
る

詳
し
い

解
説
が

あ

る

の

で、

そ

ち
ら

を

ご

参
照
い

た

だ
き
た

い
。

　

今
回

『

近
代
家
具
装
飾
資
料
』

（

全
四

七

輯
）

に

つ

い

て、

公
共
図

書
館

、

大
学
図
書
館、

古
書

店
在
庫
の

全

て

を

当

た
っ

た

が、

所
在
が

確
認

で

き

な
い

輯
が
数
点
あ
っ

た

（

第

九・
四

十・
四

丁
四

四

輯
の

四

冊
）

。

戦
災
に

よ

り

焼

失
し

た

可
能
性
が

高
い

。

こ

れ

ま

で、

既
往

の

近
代
家
具
史
研

究・
百
貨
店
発
展
史
研
究
に

よ
っ

て

『

近
代
家
具
装

飾
資
料
』

は

参
照
さ

れ

て

き

た

が、

全
輯
の

内
容
を

記
し

た
一

覧
表
は

存
在
し

て

い

な
い
。

本
稿
で

は

各
輯
の

出
版
情
報
と

合
わ
せ

て、

掲
載
さ

れ

た

新
作
家
具

展
示

会
の

主

題
・

開
催
場

所
・

開
催
時
期
を

整
理

し

て

以
下
に

記
し

た。

　
そ
れ

か

ら

『

近

代
家
具

装
飾
資

料
』

の

デ
ー

タ

を、
『

工

芸
ニ

ュ

ー
ス
』

や

酊
貨
店
各
社
の

社
史
の

記

録
等
で

補
完
す

る

こ

と

に

よ
っ

て、

当
該
期
間
（

昭

和
戦
前
期
）

の

東
京
地

区

百

貨
店
に

お

け

る

新
作

家
具
展
示

会
の

開

催
状
況
を
一

覧

表
（

表
1

）

に

ま

と

め

た。

　
尚、
『

近
代
家
具
装
飾
資

料
』

に

み

る

各
百

貨
店
の

新
作

家
具
の

ス

タ

イ

ル

的
傾

向
に
つ

い

て

は、

拙
稿
「

昭

和
戦

前

期
の

百
貨
店
に

お

け

る

新
作
家
具
展
示
会
に

み

る

家
具
ス

タ

イ

ル
」 、
（

二

〇
一

〇

年
度
家
具

道
具
室
内
史
学
会

大
会
研

究

発
表
梗
概）

を
参
照

し
て

い

た

だ

き

た

い．、

□
一

九、
二

六
（
昭
和
十
一
）

年
発
行
分

『

新
設
計
室
内
装
飾
展
集
（

一
）

』

（
第
一

輯
）

「

九
三

六

年

二

月

発
行、

於
・

東
京
日

本
橋
三

越
、

会
期
→

九
三

五

（

昭

和
十
）

年

十
一

月
。

『

新
様
式
と

國
風
家
具
展
集
」

（

第一
．

輯）
一

九
三

六
年
四

月

発

行
、

於・
松
坂
屋・
自

木
屋、
会
期
一

九
＝ 、
五
（
昭

和
十
）

年
。

※

松
坂
屋
／
國
風
家

具、

白
木
屋

／
近
代

的
洋
室

用
家

具。

「

新
興
漆
藝
家
具
創
作
展
集
“

（

第
三

輯）
一

九、一、
六

年
五

月
発
行、

於
・

日

本
橋
高

島
屋、

会
期
．

九一．一
六
（

昭

和

十
一
）

年
四

月。

一
。

［

歐
米
の
］

最
近
の

居
問
家
具
』

（

第

四

輯）
　

九
三

六

年

六

月
発
行。

※

独
仏
英
米
の

居

間
。

『

新
作
洋
家
具
陳
列

會
集
』

（

第
五

輯
）

一

九
モ

六

年
七

月

発
行

、

於
→

束
京
日

本
橋
白
木

屋、

会
期
、

九
三

六

（
昭

和

十
一

）

隼
五

月
。

※
「

夏
の

室

内

装
備
」

特
集。

籐
家
具

収
録。

「

歐
米
家
具
作
品

集

（

一

ご

（
第

六

輯
）

一

九
三

六

年

九

月

発

行。

※
一

九］、

西、
三

六

年
の

海
外
の

新
作
品
事
例

を

歐

米
の

雑
誌
よ

り
抜
粋
し

て

掲
載。

「

國
風
家
具
展
集
（

、
）

』

（

第
七

輯
）

一

九
三

六

年
十
一

月

発
行

、

於
・

上

野
松
坂
屋、

会
期
一

九

三

六

（

昭

和
卜
一
）

年
十
月

。

『

新
設
計
室

内
装
飾
展
集
（一
、

）

』

（

第
八

輯）
一

九
三

六

年

十
二

月
発

行、

於・
日
本

樋、

越
本

店、

会
期
、

九
三

六

（
昭

和
十
、

）

年
十
一

月
。

※

家
具

設
計
者

名
記
載
有

。

口
一

九】、、
七
（

昭
和
卜

二）

年

発
行
分

『
歐
米
家
具
作
品
集
（

二
）

』

（
第
九
輯
）

一

九．一、
七

年
発
行。

【

今
回

未
調
査
分
】

。

『

レ

イ
モ

ン

ド

家
具
作
品

集』
（

第
十

輯
）

一

九
三

七

年「、「
月

発

行
。

「

趣
味
の

和
家
具

展

集
（

一

ご

（

第
十
→

輯
）

→

九
三

七

年

五

月

発
行、

於
・

日

本
橋一、

越
本

店、

会

期
一

九
三

六

（

昭
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和

十
一
）

年
十
一

月
。

『

洋
家
具
逸

品

會
展
觀
集
（

一
）

』

（
第

十
二

輯
）

一

九

三

七
年
六
月
発
行、

於
・

日

本

橋
白
木
屋、

会
期
一

九
三

七

（

昭

和
十
二
）

年
四

月
。

『

創
作
洋
家
奐
展
集
』

（

第
十
三

輯
）

一

九
三

七

年
八

月
発

行、

於
・

日

本
橋
高

島
屋、

会
期

一

九
三

七

〔

昭

和
十
二
）

年
四

月。

※

展
示

会
名

「

第
五

回

創
作
［
洋］

家
具
展
（

第
一

〜

十
一

室
）

」

。

『

二

つ

の

家
具
展
作
品
集
［

二
』

（

第
十
四

輯
）

一

九
三

七

年
九
月
発
行、

会
期
→

九
三

六
（

昭
和

十
一
）

年
十
一

月
。

 
「

新
興
濶
葉
樹
家
具

試
作
展
」

於
・

東
京
丸

ノ

内
東
京
商
工

奨
励
勧
館、

東
京
國
有
林
産
物

販

売
所
主

催

 
「

東
京

高
等
工

藝
学
校
別
科
創
作
展」

『

國
風
家
具
展
集
［

付・
紫
江
會
指
物
展］
（一
．

）

』

（
第

十
五

輯
）

一

九
三

七
年
十
二

月
発
行、

於
・

上
野

松
坂
屋、
会
期
一

九｝．「
七
（

昭
和
十
二
）
年
十
一

月。

［
〕

一

九
三

八

（

昭
和
十
三
）

年
発

行
分

『

新
設
計
室
内
装
飾
展
集
（

三
）

』

（

第
十
六

輯
）

一

九
三

八
年
二

月
発
行、

於
・
日

本
橋
三

越
本
店、

会
期
一

九
三

七
（

昭
和
十
二
）

年
十
一

月
。

※

竹

製
カ
ン

チ

レ

バ

ー

椅
子

有。

家
具
設

計
者
名
記

載
有

。

『

趣
味
の

和
家
具

展
集
（

二
）

』

（

第

十
七
輯
）

一

九
三

八

年
三

月

発
行、

於
・

三

越
本
店、

会

期

一

九
三

七

（
昭
和

十
二
）

年
十
月

。

※

展
示
会
名

コ．一
匠
会
」 ．、

東京 日本橋 ・自木屋 東京銀座 ・松屋 そ の 他
※　S7．12，16 火災

◆ 1室内装美展 1 （神野）

◆ ［家具逸 品会 ］（神野）

◆ ［新様式家具展 ］ （近家装 02b）

◆新作洋家具陳列 曾 （近 家 装 05） ◆新興濶葉樹家具試作展 （近家装 14）
◆ 東京高等 工 藝学校別科創作展 （近 家装 14＞

◆洋 家 具逸 品 會展 （近 家装 12）

◆洋家 具逸 品 會展
「夏 向 ぎの室 内 装飾」 （近 家装 19＞
◆ 洋家 具小 品 展 （工 芸指導所後援） （工 芸 N ）

◆ ［新 作 ］和 洋 家具 展 （近 家装 23）

◆洋家具逸品會 ［展 ｝ （近家装 34b） ◆洋家具 試作 展 （近 家装 26b）

◆ 新作 和 洋家 具展 （近家装 31）

◆実用洋家具 （東横 ） （近家 装 27a）

◆洋家具逸品曾展 （近家装 36）

◆和洋 家具 陳 列展 （近 家装 38）
◆丹 麗 會家具 展 （新宿伊勢丹 〕 （近家装 35a｝
◆ 新作洋 家具陳列會 （渋谷東椡 （近家装 35b）

S31 東横 ［東京急 行 亅の 支配 下へ

　　、

史 1 ，世界思想 社 ，1999 年 ，155 −177 頁　　【ペ ザン ト】：林二 郎 『ペ ザ ン ト ・ア ー
トへ ：木 工 生活 八 卜年』 住ま い の 図書館出版局，1989 年
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「

歐

米
家

具

作

品

集
（

三
）

』

（

第

十
八

輯
）

一

九
三

八

年
五

月

発
行

。

※

独、

仏
、

伊、

英、

米
の

家
具。

『

洋
家
具
逸
品
會
展
觀
集
（
二
）
』

（

第
十
九
輯
）

一

九
三

八

年
七
月
発

行、

於
・

日

本
橋
白
木
屋、

会
期
一

九
三

八

（

昭
和
十
三
）

年
五

月
。

※

「

夏

向
き

の

室
内
装

飾
」

特
集。

籐
家
具

収

録
。

『

工

精

會

家

具

展

集
（

一
）

』

　
（

第
一
一

十

輯
）

一

九
三

八

年
九
月

発

行、

於
・

日

本
橋
高
島
屋、

会
期
一

九
三

八

（

昭
和
十
三
）

年

五

月
。

※

工

精

會
／
会
長
・

岡

田
三

郎
助
（

書
伯
） 、

副
会
長
・

大
隅
為
三、

会
員・
梶
田

惠、

林
二

郎、

渡
邊
明

。

『

歐

米

家

具

作

品

集
（

四
）

』

（

第
二
一

輯
）

一

九
三

八

年
十

月

発
行

。

※

北
欧

の

成
形
合
板
家

具

収
録

。

『

趣
味
の

和
家
具

展

集
（

三
）

』

（

第

二

二

輯
）

一

九
三

八

年
十
二

月

発
行、

於
・

日

本
橋
三

越
本

店、

会
期
一

九
三

八

（

昭
和
十
三）

年
十
月

。

※

展

示
会
名
「

三

匠

会
」

。

口
一

九
三

九
（

昭

和
卜
四
）

年
発
行
分

『

［

新
作］

和
洋
家
具
展
集
［

二
』

（

第
二

三

輯
）

一

九
三

九
年
一

月

発
行、

於
・

銀
座

松
屋、

会
期

一

九
三

八

（

昭
和

十
三
）

年
十
月。

※

籐
・

竹
製

家
具
有。

『

新
設
計
室
内
装
飾
展
集
（

四
）

』

（

第
二

四

輯
）

一

九
三

九

年
二

月

発
行、

於・
日

本
橋
三

越
本
店、

会
期
一

九

三

八

（

昭

和
十
三
）

年
十
一

月
。

『

國
風
家
具
展
集
（

三
）

付・
紫
江

會
指
物
展
』

（
第

表 1　 昭和戦前期 の 東京地区百貨店 に お け る新作家具展覧会の 開催状況

西 暦 年号 東京 日本橋 ・三 越本店 日本橋 ・高島屋東京店 東京上野 ・松坂屋

◆新 設計 室 内装備 展 （工 芸 N1 −12） ◇ ［家具 展觀 ］ （推定〉

1932 昭和 7年

※ 　 S8．3．20 東京店 （日生館 ｝新築 開店 ◆ ［家具 展觀 ］（神野）

1933 昭和 8 年 ◆ ［第 1 回 】東京高島屋創作洋家 具 展 （社史）

◇ ［第 2 回創 作洋家具展 1 〔推 定） ◆新 國風 家具 展 覧會 （工 芸 N4 −2）
1934 昭和 9 年

◆新設計室内装飾展 （近家装 01＞ ◇ 〔第 3 回創作洋家具 展 ］ 〔推定） ◆ ［國風家具展 ］（近家装 02a）
1935 昭和 10 年

◆新設計室内装飾展 〔近家装 08） ◆新興漆藝家具創作展 （近家装 03） ◆國風家具展 （近家装 07）
1936 昭 和 11年 ◆ 趣 味 の和家 具 展 （近 家装 1D ◇ ［第 4 回創作 洋 家具 展 ］ 〔推 定 ）

◆林 二 郎第 1回個 展 （ペ ザン ト）

◆新設計室内装飾展 （近家 装 16） ◆第 5 回創作洋家具 展 （近 家装 13） ◆國風 家具展 （近家 装 15a）

1937 昭 和 12年 ◆趣味の和 家具 展 （近 家装 17） ◆紫江 會指物展 （近 家 装 指 b）

◆新設計 室 内装 飾展 （近 家装 24） ◇第 1 回工 精會 家 具展 ◆國風 家具 展 （近 家装 25a）
1938 昭 和 13年 ◆趣味の 和 家具 展 「三 匠会」 （近 家装 22） 〔梶 田惠、林 二 郎、渡邊 明 ）（近 家装 20＞ ◆紫江 會 指物 展 （近家 装 25b）

◇實用家具展覧會 （工 芸 N13 −6） ◇ ［第 6回創作洋家具展 1 〔推定 ）

◆新設計室内装飾展 （近家装 32） ◆ ［第 6／7 回 ］創作洋家具展 〔近 家装 26a）　 ．◆國風家具展 （近家装 30a）

◆趣味の 和家具展 「三 匠 会」 （近 家装 33） ◆夏の 家具 展 （近家装 2アb） ◆紫江 會指物展 〔近家装 30b ）

1939．昭和 14 年 ◆三 越家 具部室 内装飾展觀 （工 芸 N ） ◆第 2 回工 精 會家 具 展

（梶田惠、林二 郎、渡邊明 1 （近家装 28）
※　〜14．61 株 ）高島屋工 作所設立 （大阪）

◆ ［第 7！8 回 ］新設計洋家具 展 （近家装 34a）

1940 昭和 15 年 ◆ ［第 3 回 ］工 精會家具 展

（梶田惠、林二 郎、河井寛次郎 ）（ペ ザン ト〉

◆實用洋家具作品 （近家装 4  ◆ ［第 8／9 回 ］新時代洋家具展 （近家装 39｝
1941 昭和 16年 ◆ 東 京工 藝 綜合 展覧 會第 二 部 ◆ 木工 藝作 家協曾 作 品 （近家装 41）

（近 家装 4243） ◇林二 郎第 2 回個 展 （ペ ザン ト）

◆實用洋家 具作品 （近 家装 44｝ ◇ ［第 9 回創作 洋 家 具展 ］（推定）

1942 昭和 17年 ◆ 家具及工 藝品 綜合 展 （近 家装 45−46）
「三 創 會」 ＋ 「日本 民 藝協 會 同人」

◆ 第 10回新 作 洋家 具展 （近家装 4ア）

1943 昭和 18 年

来 　S19〔株 ｝三越製作所 へ

1944 昭和 19 年

1945 昭和 20 年

備 考 M43　本店家具加工部設 立 S3〜　高島屋 京橋店 ：新興洋家具展 〔神野 ） 下14　　誠工 舎設立 （名古屋 ）

T12 富士 屋家具製作所 と して独立 S3　　 株式 会社誠工 舎へ

（関東大震災後，東六郷 に 設 置 ｝ S9　 　 「家具 展 觀」 → 「國 風 家具展 」

戦後 　→ 「家具 サ ロ ン 展」

鬮出典凡 例 （括 弧 内）　 【近家装】：『近代家具装飾資料』　 【⊥ 芸 N 】：「工 芸ニ ュ
ー

ス 』　 【神野 】：神 野 由紀 「百貨 店 と室 内装飾 」 ，r百貨店 の 文化
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二

五

輯）
一

九
三

九
年
四

月
発
行

、

於
・

ヒ
野
松
坂
屋、

会

期
一

九

三

八

（

昭

和
卜

三）

年
十
→

月
。

※

家
具
設
計
者
名

記
載
有。

「

二

つ

の

家
具

展
集
（
二
）

』

〔
第
二

六
輯）
一

九
三

九
年
五

月
発

行
。

　

 
「

創
作
洋
家
具
展
」

於
・

日

本
橋
高
島
屋
百

貨
店、

会

　

期
不
明。

※

三

越

の

も

の

よ
り

も

改
良
さ

れ

た

竹
製
カ

　
ン

チ

レ

バ

ー

椅
子
収
録
有．”

　

 
「

洋
家
具

試
作
展
」

於・
銀
座
松
屋

百
貨
店

、

会
期
不

明
．

『

實
用
洋
家

具

及
夏
の

家
具
展
集
』

（
第
二

七

輯
）

一

九
三

九

年
七

月
発
行。

　

 
「

新
作
實
用
洋
家
具
陳
列
會
」

於
・

東

横
百
貨
店、

会

　
期
不
明

。

　
 
コ

夏
の

家
具
展
」

於
・

高
島
屋
面

貨
店、

会
期
不

明
。

『

工

精
會
家
具
展
集
（ 、
一
ご

（

第
二

八

輯
）

一

九
三

九
年
八

月

発
行

、

於
・

日

本
橋
・

高

島
屋

、

会
期
一

九
ゴ ．
九

（
昭

和

十

四
）

年
五

月
。

※

展．
示

会
名
「

第
2
回
工

精
會
家

具

展
」

。

『

歐
米
家
具
作
品
集
（
五
）

』

（
第
二

九
輯
）

一

九
＝ ．
九
年
十

月

発
行

。

『

圃
風
家
具
展
集
（

四
）

付
・

紫
江
會
指
物
展
』

（

第
三

十

輯
）

→

九
三

九
年
十．
一
月

発
行、

於
・

上

野
松
坂

屋、

会
期

一

九
三

九
（

昭
和
十
四
）

年
十
月

。

※

家
具
設

計
者
名
記
載
有

。

□
一

九
四

〇
（
昭
和

十
五
）

年
発
行
分

『

新
作
和
洋
家
具

展
集
［
二
］
』

（
第
三
一

輯
）

一

九

四

〇

年．
一
月
発

行、

於
・

銀
座
松

屋、

会
期
一

九
三

九
（

昭

和

卜
四）

年
秋

。

『

新
設
計
室
内
装
飾
展
集
（

五
）

』

（

第
三一
．

輯
）

一

九
四

〇

年
四

月
発
行、

於
・

日
本
橋
・
三

越
本
店、

会
期
一

九
三

九

（

昭
和
卜

四
）

年
秋。

『

趣
味
の

和
家
具
展
集
（

四
）

』

（

第
三

三

輯
）

】

九
四

〇

年

五

月
発
行、

於・
囗

本
橋・
三

越

本
店、

会
期
一

九
三

九

（
昭

和
十
四）

年
十
月

。

※

展
示
会

名
「

三

匠

会
」

。

「

二

つ

の

家
具

展
集
（

三
）

』

（

第
三

四

輯）
→

九
四

〇
年
七

月
発
行。

　

 
「

新
設
計
洋
家
具

展
」

於
・

高
島
屋
東
京
店、

会
期

　
］

九
四

〇

（

昭

和
十
五
）

年
三

月。

　

 
「

洋
家
具
逸
品
會
［

展］
」

於
・

白

木
屋

本

店、

会
期

　
一

九
三

九
（

昭
和
十
四
）

年
十
月

『

新
作
家
具
作
品
集

ス
第
三

五

輯
）

一

九
四

〇

年
八

月

発
行

。

　

 
「

丹
麗
會
家
具
展
」

於・
伊

勢
丹
百

貨
店、

会
期
不
明

。

　
 
「

新
作
洋
家
具
陳
列
會
」

於・
東

横
百

貨

店、
会
期
不
明

。

謡
件亠
豕

具
逸
ロ

阻

曾
展
覲山
集

（

三
）

』

（

第
三

六
蛆円
）

　一

九
四

〇

年
十
月
発
行、

於
・

日

本
橋
白
木
屋、

会

期
不

明
。

『

近
代
洋
家

具
作
品
集
』

（

第
三

七

輯
）

（

獨
逸
）

一

九
四

〇

年
十
二

月

発
行

。

□
一

九
四
一

（

昭
和
卜
六
）

年
発
行
分

『

和
洋
家
具
陳
列
展
集
』

（

第
三

八

輯）
一

九
四
→

年
一

月

発

行、

於
・

日

本
橋
白
木

屋、

会
期
不
明

。

『

新
時
代
洋
家
具
展
集
』

（
第

三

九
輯
）

一

九
四
一

年
五

月

発

行、

於
・

口

本
橋
高
島
屋、

会
期
一

九
四
一

（

昭

和

十
六
）

年
三

月
。

『

實
用
洋
家
具
作
品
集
（

一
）

』

（
第
四

十
輯）
一

九
四
一

年

発
行

、

於
・

三

越、

会
期
不
詳

。

【

今
回

未
調
査

分
］

。

『

木
工

藝
作
家
協
曾

作
晶
集
』

（

第
四
一

輯）
｝

九
四
一

年
発

行、

於
・

高
島
屋、

会
期
不
詳

。

【

今
回
未

調

査
分
】

。

□
一

九
四
二

（

昭
和
十
七
）

年
発
行
分

『

室
内
構
成
と

家

具
作
品
集
』

（

第

四

二

輯
・

第
四．
二

輯

［
合
併
輯］
）

一

九

四

二

年
一

月

発

行、

於
・
一、一
越、

会

期

一

九
四
一

（
昭

和
十
六
）

年
十
月

。

※

展
示

会
名
「

東
京
工

藝
綜
合
展
覧
會
第
二

部
」 。

『

實
用

洋
家
具

作
品

集
（

二
）

』

（
第

四

四

輯
）

一

九

四

二

年

発
行、

於
・

三

越、

会
期
不

詳
。

【
今
同
未

調
査

分
】

。

□
一

九
四一一、
（

昭

和
十
八
）

年
発

行
分

『

家
具
及
工

藝
品

綜
合
展
觀
集
』

（

第

四
五
・
四
六

輯
［
合
併

輯
凵

と

九
四
三

年

九
月

発

行、
於・
三

越、
会

期
一

九
四

二
（
昭

和
十
七
）

年
十
一

月。

※

展
示
会
名
「

三

創
會
」

／
新

進
工

藝
作
家
集
團
＋

日

本
民

藝

協
會
同

人
。

□
一

九
四
四

（

昭

和
卜

九
）

年
発
行
分

『

新
作
洋
家
具
展

集
』

（

第
四

七
輯）
一

九
四

四

年
一

月

発

行、

於
・

高
島
屋、

会
期
一

九
四
三

（

昭
和

十
八）

年
。

※

．

第

十
回

新
作
洋
家
旦ハ
展

覧
会
」

※

『

近

代
家
具

装
飾

資
料
』

の
こ

れ

以

降
の

発

刊
に
つ

い

て

は

不
祥
で

あ

る
が、

戦
火

が

激
し

く

な
っ

た
の

で

第
四
七

帽

を

も
っ

て

終
了
し

た
と

考
え

ら

れ
る

。

尚、

洪
洋
社
の

事
務

所
兼
住
宅
は

昭
和
二

十
年
の

空
襲
で

焼
け、

同

社
内
に

あ
っ

た

資
料
は

す
べ

て

灰

燼
に

帰
し

て

し
ま
っ

た
。

『

家
具
寫
眞
集
成
』

　
洪
洋

社

編
輯

部
（

高
梨
由
太

郎
）

編

著

一

九
三

二

〜
三

四

年
　
洪
洋
社

　
『

近

代
家
具
装
飾
資
料
』

（

一

九
三

五

〜
四

四

年）

が

発

刊
さ
れ
る

前
年
ま
で

の

三

年
問
に

洪
洋
社
か

ら

発
行
さ

れ
た

当
時
の

家
具
写
真
を

集

成
し

た

も
の

で

あ
る

（

全
十
六

巻
） 。

殆
ど

海
外
の

事

例
の

よ

う
に

見

受
け

ら
れ

る

が、

カ

フ
ェ

ー

の

家
具

（

巻

十

∵
十
三
）

に

つ

い

て

は
、

国

内
の

事
例
で
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あ

る

こ

と

が

解
説
か
ら

判
る

。

『

カ

フ
ェ

ー

の

家
具
（

一
）

』

（

巻

十
一

）

に

は
、

東
京
新
橋
銀
座
パ

レ

ス
、

新
宿
カ

フ
ェ

ー
・

ク

ロ

ネ
コ
、

銀

座
赤
玉

分
館、

渋
谷
カ

フ
ェ

i
・

リ

オ
等
の

室

内
装
飾
と

家

貝
の

写

真
が

掲
載

さ

れ

て
い

る
。

ま
た

『

カ

フ
ェ

ー
の

家
具

（

二
）

』

（

巻
卜

三
）

に

は
、

銀
座
カ
フ
ェ

ー
・

マ

ル
、

銀

座
カ
フ
ェ

ー
・

ナ

ナ
、

銀
座
白
樺、

銀
座
令
嬢
パ

レ

ス
、

渋
谷

サ
ロ

ン
・

ア

ド
・

マ

ネ

キ
ン、

上

野
淑
女
パ

レ

ス

等
の

室

内
装
飾
と

家
具
の

写

真
が
掲
載
さ

れ

て

い

る。

『

机
』

（

巻

こ
　一

九

三
二

年
九
月

『

椅
子

・

卓
子
（

漁
）

』

（

巻
二
）

一

九一
三
．

年
十
一

月

『

椅
子
・

卓
子
（

二
）

」

（

巻一一．
）

一

九
ゴ 、
二

年
十
二

月

「

椅
子
・

卓
チ

（

ゴ 幽
）

』

（

巻
四
）

．

九一、一
二

年
十
二

月

同

書
棚
・

茶
卓
子
・

小
物
臺
・

花
卉
棚
』

（

巻
五
）

一

九
三

三

年
一

月

『

戸

棚
ー

什
器
戸

棚

衣
服

戸
棚

飾
棚

箪

笥
』

（

巻

六
）

一

九
三

三

年一一、
月

「

食
堂
と

台
所
の

家
具
』

（

巻

七
）

一

九
三

三

年
四

月

『

寝
臺
と
化
粧
壷
』

（

巻

八）
一

九一．、
三

年
五

月

『

子
供
室
・
ベ

ラ
ン

ダ
・

庭
園

の

家
具
』

（

巻
九
）

一

九
三
ゴ ．

年
六
月

『

商
店
の

家
具
」

（

巻

十
）

一

九
三

三

年
八

月

『

カ

フ

ェ

ー

の

家
具
（

一
）

詬
（

巻
十
】
）

「

九】、一
三

年
九
月

『

和
家
具

と

折
衷
の

家
具

（

一

ご

（

巻
十
二
）

一

九
三

三

年

十
一

月

『

カ

フ
ェ

ー

の

家
具
（

二
）

」

（

巻
卜
三
）

一

九
＝ ．
三

年
十

二

月
『

和
家
具
と

折
衷
の

家
具
（

二
）

』

（

巻
十
四
）

一

九
三

四

年

四

月

『

椅
子
・

卓
子
（

四）
』

（

巻
十
五
）

「

九
三

四

年
六

月

『

事
務
机
』

（

巻
十
六
）

一

九
三

四

年
九
月

『

建
築
寫
眞
類
聚
』

建
築
寫
眞
類
聚
刊

行

會
編

　一

九
、

五

〜
一

九
四
三

年

洪

洋
社

　

前
述
し

た

藤
森
照
信
・

初
田

亨
・

藤
岡
保
洋
編
著
「

写

真
集

幻

景

の

束
京
−
大
正
・

昭
和
の

街
と

住
い

（

『

失

わ

れ

た

帝
都
東
京
」

改
題
）

』

（

一

九

九
八

年
／
柏
童
旦

房
）

は、

建

築
寫
眞
類
聚

刊
行
會
編
輯
・

洪

洋
社

発
行
の

『

建
築
寫
眞

類

聚
L

の

中
か

ら、

第
一

部
「

街
」

（

映
画

館
・

劇
場
・

遊
園

地
・

美
容

院
・

理

髪
店
・

カ

フ
ェ

ー
・

喫
茶
店
・

飲
食
店
・

酒
場
・

百

貨

店
・

衣
料
品

店
・

生
活
洋
品

店
・

趣

味

の

店
・

装
飾
の

店
・

食
料
品
店
）

と

第
二

部
「

住
い
」

（

洋
風
志
向
・

住
宅
改
良
・

和
風
の

住
宅
・

和
洋
折
衷
・

集
合
住
宅
）

に

つ

い

て、

建
築・
住

居
の

用

途
別
に

再

編
集

し

た
も
の

で

あ

る。

実
は、

こ

の

『

建
築
寫
眞
類
聚
』

に

は、

家
具
・

室
内
装
飾

だ

け

が

特
集

さ

れ
た

輯
が
あ
っ

た。

以
下
に

そ
れ

ら
を

列
記

す
る。

司

家
具

（
一
）

』

（

第
一
期
第
四

輯
）

一

九
一

八
年

『

家
具

（ 、
．

）

』

（

第
二

期
輯
不

祥
）

一

九
二

〇
年

『

家
具
（

三
）

L

（

第
四

期
第
十
六
輯
）

一

九、
一
四

年

『

文
化
住
宅
の

家
具
（

一
）
』

（
第
四

期
第
六

輯）
一

九一
、

三

年
『

新
時
代
の

家
具
』

（
第
五

期
第
四

輯）
一

九．
一
五

年

『

室
内
裝
飾
（

、
）

』

（

第
二

期
第
十
輯）
一

九
二

〇
年

『

室
内
装
飾
（

二
）

』

（

第
二

期
第
十
一

輯）
一

九
二

〇
年

『

室
内
装
飾
（

三
）

』

（

第
二

期
第
十
二

輯
）

一

九一
、

O
年

『

室
内
装
飾
（

四
）

』

（

第
六

期
第
一

輯
）

一

九
二

七

年

『
室

内
裝
飾
（

五
）

」

（
第
六
期

第
八

輯
）

一

九
二

八

年

『

新
し
い

室
内
意
匠
』

（

第
六

期
第
二

四

輯
）

一

九
二

九

年

『

和

風
住
宅

の

室

内

構
成
（

一
）
』

（

第
八

期

第
七

輯
）

一

九
ゴ ．
二

年

『

新
興
住
宅
の

室

内

構
成
（
一
）

』

（

第
八

期
第
十

六

輯
）

一

九
三

五

年

『

新
興

住
宅
の

室
内

構
成

（ 、
一
ご

（
第
十
期

第
四

輯
）

一

九
三

八

年

回

和
風
住
宅
の

室
内
構
成
（ ．
一
）

』

（

第

十
期
第
十
八

輯
）

一

九
三

九
年

お

わ

り

に

　
明

治
期
家
具
室

内
装
飾
研
究
部

会
及
び

職
人

研

究
部
会

で

は、

明

治
・

大
正
・

昭
和
戦
前
期
に

お

け
る

家
具

の

製
造
・

流
通
・

消
費
の

歴
史
研
究
の

手

掛
か

り

と
し

て
、

当

該
時
期

の

図

録
・

型
録
（

カ

タ

ロ

グ
）

・

雛

形
・

図

案、

業
界

史
・

組
合
史
・

社

史、

叢
書
・

雑
誌

等
を

渉

猟
し

て

き

た。

本
稿

で

は

特
に、

業
界
史
・

組
合
史
・

社
史、

叢
書
・
雑

誌

等
を

中
心

に、

そ

れ
ら

の

書
誌
情
報
を

報

告
し

た
。

今
後、

各
史

料
の

詳

細
な

検
討、

他
の

史
料
と

の

比
較
考

察
な

ど
が

行
わ

れ

る
こ

と

が
期
待
さ

れ

る。

ま
た
こ

の

目
録
に

追

加
す
る

べ

き

史
料

を
ご

存
知
の

方
か

ら
ご

指

摘、

ご

教

示
を

賜
れ

れ

ば

幸
い

で

あ
る

。

尚、

本
稿
は

明
治
・

大
正
・

昭
和

戦
前
期
を

対
象
と

し

て

い

る
の

で、

江
戸
時
代
以
前

及
び

昭

和
戦
後
期

以

降
の

文
献
史

料
に
つ

い

て
は

、

一

部
例

外
の

他
は

除
外

し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　
（

あ
ら
い

　
り
ゅ

う
じ
・

共
栄
大
学
）
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